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10出所：図表１ PwC調査最終報告書P.29

図表１ 基幹システム及び部門システムの導入状況

HIS：病院の一般管理システム。公立病院へのHIS導入率は100%。なお、健康診断モジュールは

HISに含まれている。

EMR：紙媒体に代替する電子医療記録システム。導入は8か所の公立病院のみと限定的。

RIS / PACS：放射線科情報システムおよび画像保存通信システム。画像データはDICOM規格に対応。

2015年から保健省主導で試験運用が進められており、23か所の公立病院で導入済み。

LIS：検査室の遠隔管理機能を備えた臨床検査情報システム 。36か所の公立病院で導入済み。

Note: HISは病院情報管理システム、EMRは電子医療記録、RISは放射線科情報システム、PACSは画像保存通信システム、DICOMは医用画像の画像規格及び
通信プロトコルを決める全世界共通仕様、LISは臨床検査情報システムを指す。

病院へのシステムの導入状況 (1/2)

ベトナム／健診／４．市場・投資環境関連情報／情報通信インフラ整備状況



令和２年度国際ヘルスケア拠点構築促進事業
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11出所：図表１ PwC調査最終報告書P.28

図表１ 医療機関(地域・管轄分類)のシステム導入状況

全ての公立病院でHISが導入済みとなっている。全ての中央レベルの病院と省・郡レベルの病院で、

LAN・WANのインターネット通信環境が完備されている。中央レベルの病院は5人以上のIT専門部署

を、省・郡レベルの病院は3人以上のIT専門チームを備えている。インフラ面で、健康診断モジュー

ルの導入提案やクラウドの利用が受け入れられやすい素地は整っている。

Note: HISは病院情報管理システムを指す。

病院へのシステムの導入状況 (2/2)

ベトナム／健診／４．市場・投資環境関連情報／情報通信インフラ整備状況


